
分析資料の活用方法【 S-P表（学校/学級別解答状況整理表）】

S-P表の概要

表のセルには各設問の解答類型が記入され、誤答の場合には色付きセルで示されています。

色付きセル（誤答）は、Ｓ曲線（青）より左側か右側かによって、次のように色分けされています。
S曲線（青）より左側の誤答は、黄色セル S曲線（青）より右側の誤答は燈色セル

Ｐ曲線（赤）は、当該学校／学級の正答数を赤実線で、全国正答率を赤点線で表示しています。

（次ページ「学校／学級別解答状況整理表（S-P表）の見方」参照）

Ｓ－Ｐ（エス・ピー）表とは、全国学力・学習状況調査の結果を、学校や学級単位で、縦と横がそれ
ぞれ児童生徒（S：Student）と設問（P：Problem）の正答数の多い順に並べ替えた表の中に、Ｓ曲線
（青）とＰ曲線（赤）を書き入れたものです。これを活用することにより、平均正答率だけでは把握で
きない、学校や学級全体の課題の傾向や、個々の児童生徒が理解していない可能性が高い設問を見つけ
出すことができます。

S-P表の見方

①黄色セル 【S曲線（青）より左側の誤答】

→当該児童生徒にとって比較的正答が容易だった
と考えられる設問（不注意による誤答や比較的
克服が容易なものと想定される設問）

子どもたち一人ひとりの確かな学力を育むための具体的な活用方法
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誤答を分析し、課題を焦点化
「重点的に指導すべきと考えられる設問」を絞りこ

み、誤答の内容からどこでつまずいているかに注目し
分析することが重要です。実際に全教職員で解いてみ
ることも有効です。

県全体として、全国平均と差が大きい設問について
は、本冊子でも取り上げていますので、参考にしてく
ださい。調査問題の解説資料・報告書も確認します。

【分析の視点②】 セルの色に着目

セルの色により、誤答が「重点的に指導すべ
きと考えられる設問」なのか、「比較的正答が
容易だったと考えられる設問」なのかを分析し
ます。

【分析の視点①】 P曲線（赤）に着目

赤実線（当該学校／学級）が、赤点線（全
国）より上にある設問を確認します。

→ 当該学校／学級の正答率が、全国の正答率よ
りも低い設問です。特に差の大きい設問は、学
校・学年・学級全体として、「重点的に指導す
べきと考えられる設問」です。

① 燈色セル【S曲線（青）より右側の誤答】

→当該児童生徒が理解していない可能性が高い設問
＝当該児童生徒に対し、「重点的に指導すべきと
考えられる設問」
（一人ひとりの児童生徒に対し、見直し・復習な
どの指導を行うことが有効と考えられる設問）

間違った設問にすぐに再チャレンジ！
誤答について、児童生徒が個々に見直し、もう一

度同じ問題に取り組みます。調査問題の解説資料か
ら過去の調査の関連する問題に取り組むことも有効
です。すぐに取り組むことで、自分の誤答の原因を
振り返ることができます。

全体的に黄色セルの多い設問は、誤答の原因を分
析し、改善策を検討する必要があると考えられます。

長期的な視点で、授業と関連付けた取組を！
橙色セルが多い設問は、学校・学年・学級全体でもう

一度指導する必要があると考えられます。
「この設問を解くためには、どのような力が必要か」

「その力を付けるためには、どのような指導が適切か」
等を考え、「重点的に指導すべき点」を明らかにします。

それを基に、全教職員が各自の授業実践で取り組むこ
とを出し合いながら、協議をします。

黄色セル

橙色セル
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分析資料の活用方法【学力層（四分位）分析グラフ】

「学力層（四分位）分析グラフ」の概要

児童生徒を正答数の順に並べ替え、４等分したときの３つの区切りの値が四分位数です。
提供された全国の四分位数を基に、児童生徒を４つの学力層（A層～D層）に分けたとき、
各学力層の児童生徒数の割合を示したものが「学力層（四分位）分析グラフ」です。
これを活用することにより、集団の現状を客観的に捉え、習熟にあった授業のねらいが

焦点化され、手立てを具体化することができます。また、D層（学力低位層）に手だてを講
じるだけでよいのかどうか等、習熟度別少人数指導や各学力層の実態に応じた教材・教具
の一層の充実を図ることが可能になります。

子どもたち一人ひとりの確かな学力を育むための具体的な活用方法

文部科学省からの提供資料
（例：中学校国語）

全国の四分位数に基づいて
児童生徒を４つの層に分ける。

「学力層（四分位）分析グラフ」等の見方

D層：
０問～６問

C層：
７問～８問

B層：
９問～10問

正答している
児童生徒

A層：
11問～14問

B層

A層

C層

D層

例：中学校国語
各集団のグラフ

全国・県・市町・学校ごとの各層の
児童生徒数の割合を示しています。

【例１】B層とD層の割合が大きい場合 【例２】C層の割合が大きい場合

習熟度別指導の工夫
算数・数学の学習で、習熟の程度の違いを踏まえた

学習集団を編成し、D層の子どもがC層に、B層の子ど
もがA層にステップアップできるよう、学習集団に適
した指導を行います。また、習熟の程度に合わせた家
庭学習の工夫も併せて行います。

「まとめ・振り返り」や適用問題の徹底
C層の子どもに焦点を当てた指導を行うことで、C層

の子どもがB層にステップアップできるよう支援しま
す。例えば、毎時間の「まとめ・振り返り」を徹底し
たり、算数・数学の学習で適用問題を必ず行ったりす
ることで、学習内容の定着を図ることが考えられます。

市町貴校 滋賀県 全国（公立）市町貴校 滋賀県 全国（公立）
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「
次
の
一
歩
！
問
題
」
を
見
つ
け
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法

ー
「
学
力
層
（
四
分
位
）
分
析
グ
ラ
フ
」
と
「
S
-P
表
」
を
併
せ
て
活
用
す
る
分
析
例
ー

①
「
学
力
層
（
四
分
位
）
分
析
グ
ラ
フ
」
を
用
い
て
、
着
目
す
る
学
力
層
の
児
童
生
徒
を
確
認
す
る
。

※
割
合
の
大
き
い
層
（
2
5
％
以
上
）
に
着
目
し
て
、
そ
の
層
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

②
「
S
-P
表
」
を
活
用
し
、
着
目
す
る
学
力
層
の
児
童
生
徒
の
「
次
の
一
歩
！
問
題
」
を
見
つ
け
る
。

②
「
S
-P
表
」
を
活
用
し
、
着
目
す
る
学
力
層
の
児
童

生
徒
の
「
次
の
一
歩
！
問
題
」
を
見
つ
け
る
。

①
「
学
力
層
（
四
分
位
）
分
析
グ
ラ
フ
」
を

用
い
て
、
着
目
す
る
学
力
層
の
児
童
生
徒

を
確
認
す
る
。

D
層
（
3
7
%
）
の
児
童
生
徒
に
着
目
し
て
、

次
の
層
（
C
層
）
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を

目
指
す
。

D
層
の
児
童
生
徒
（
正
答
数
０
～
６
問
）
一
人

ひ
と
り
の
S
曲
線
（
青
）
よ
り
左
側
の
誤
答
（
黄

色
セ
ル
）
や
S
曲
線
付
近
の
誤
答
（
燈
色
セ
ル
）

が
「
次
の
一
歩
！
問
題
」
と
な
り
ま
す
。

D
層
の
児
童
生
徒
の
正
答
数
は
0
～
６
問

で
す
。
そ
こ
で
、
S
-P
表
を
活
用
し
て
、

正
答
数
が
0
～
６
問
の
児
童
生
徒
を
確
認
し

ま
す
。

今
回
の
事
例
で
は
、
D
層
の
児
童
生
徒
に
着
目
し
て
「
次
の
一
歩
！
問
題
」
を
見
つ
け
ま
し
た
が
、

他
の
層
の
児
童
生
徒
に
着
目
す
る
場
合
で
も
同
様
に
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
各
学
校
の
実
情
に

合
わ
せ
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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。
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